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令和6年度(2024)第２回自動車アセスメント評価検討会　資料３



新オフセット前面衝突試験の子供評価導入について

１．子供ダミーの計測項目の継続検討課題について
〇腹部等の計測と評価について

 〇頭部移動量の計測について
 

２．後席子供乗員保護の試験結果のユーザーへの分かりやすい説明と
表記について

３．ジュニアシートの普及促進の検討

【継続検討課題】

今回の議題

次回以降の議題
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１．子供ダミーの計測項目の検討課題について（1/4）

〇腹部等の計測と評価と頭部移動量の計測について
 

各国アセス等の子供評価（Q6、Q10に限定）
EuroNCAP C-NCAP Global JNCAP UNR129

ASEAN CRS評価
BHARAT （Q3まで）

Head Gx Gy Gz 〇 〇 〇
Neck Fz My 〇 〇(FZのみ） ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
Chest Gx Gy Gz 〇 〇 〇

頭部移動量 〇(550） 〇(550） 〇(550） 頭部移動の計測精度課題及びEuro-Ncapで
550㎜を越えるモデルはない（2022-2024）

腹部圧力(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） × × 〇 ベルト挙動でサブマリン判定可
腸骨荷重計(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） △(OPT) 〇 × ベルト挙動でサブマリン判定可

Head Gx Gy Gz 〇 〇
Neck Fz My 〇 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
Chest deflection 〇 ×

Gx Gy Gz × 〇

頭部移動量 〇(550） 〇(500） 頭部移動の計測精度課題及びEuro-Ncapで
550㎜を越えるモデルはない（2022-2024）

腹部圧力(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） × 〇 ベルト挙動でサブマリン判定可
腸骨荷重計(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） △(OPT) × ベルト挙動でサブマリン判定可

Q10

Q6

備考ダミー 評価項目 計測項目 CRS
装置基準
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干渉領域

設定衝突地点

　　　

基準横断ライン

CPLN、CPRN:6.0ｍ
CPLF、CPRF:9.5m
(加速区間2.0mを含む)
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基準横断ライン



TSR



				交通標識認識システム（TSR）が
対象とする道路標識 コウツウ ヒョウシキ ニンシキ タイショウ ドウロ ヒョウシキ										搭載 トウサイ																				交通標識認識システム（TSR）が対象とする道路標識 コウツウ ヒョウシキ ニンシキ タイショウ ドウロ ヒョウシキ										搭載 トウサイ



																																		最高速度標識 サイコウ ソクド ヒョウシキ										○※



				最高速度標識 サイコウ ソクド ヒョウシキ										　◎※																				車両進入禁止標識 シャリョウ シンニュウ キンシ ヒョウシキ										○





				車両進入禁止標識 シャリョウ シンニュウ キンシ ヒョウシキ										◎																				一時停止標識 イチジ テイシ ヒョウシキ										○





				一時停止標識 イチジ テイシ ヒョウシキ										〇																				はみ出し通行禁止標識 ダ ツウコウ キンシ ヒョウシキ										





				はみ出し通行禁止標識 ダ ツウコウ キンシ ヒョウシキ										





































UNR129 傷害値

						UNR129の前面衝突試験の傷害値（衝突速度：50＋0/-2km/h ）  ゼンメン ショウトツ シケン ショウガイチ ショウトツ ソクド

				基準 キジュン								単位等 タンイ トウ		Q0		Q1		Q1.5 		Q3		Q6		Q10

				頭部性能基準　HPC(15)　※ トウブ セイノウ キジュン										600		600		600		800		800		800

				頭部合成加速度（3ms） トウブ ゴウセイ カソクド								ｇ		75		75		75		80		80		80

				上頚部引張力 ウエ ケイブ ヒ パ チカラ								N		モニタリングのみ

				上頚部屈曲モーメント ウエ ケイブ クッキョク								Nm		モニタリングのみ

				合成胸部加速度（3ms） ゴウセイ キョウブ カソクド								ｇ		55		55		55		55		55		55

				胸部たわみ キョウブ								mm				モニタリングのみ

				腹部圧力 フクブ アツリョク								Bar						1.2		1		1		1

				※車内テスト時に頭部が接触した場合のみ シャナイ ジ トウブ セッショク バアイ



						JNCAPの前面衝突試験の傷害値（衝突速度：55±1.0km/h） ゼンメン ショウトツ シケン ショウガイチ ショウトツ ソクド

				基準 キジュン								単位等 タンイ トウ		乳児用ベッド型 ニュウジヨウ ガタ				乳児用(ベッド以外・後向き) ニュウジ ヨウ イガイ ウシロ ム				幼児用（前向き） ヨウジヨウ マエム

				搭載ダミー トウサイ										CRABI 6M				 P3/4				Q3

				頭部合成加速度（3ms） トウブ ゴウセイ カソクド								ｇ（m/s²）		－				－				65（637）

				頭部移動量（乳児用は頭部先端部の移動量） トウブ イドウリョウ ニュウジヨウ トウブ センタン ブ イドウリョウ								mm		575以下ー650超 イカ チョウ				シートバック上端部内ー73mm超 ジョウタンブ ナイ コ				525以下ー600超 イカ コ

				合成胸部加速度（3ms） ゴウセイ キョウブ カソクド								ｇ（m/s²）		50（490）				50（490）				60(588)

				胸部たわみ キョウブ								mm		－				－				40mm超でコメント付与   コ フヨ

				腹部圧力 フクブ アツリョク								kPa		－				－				115kPa超で× コ
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				表　示 ヒョウ ジ		Femur（Nm）				Tibia（Nｍ）				Knee（MCL：mm）



						　　     ～ 390.0				　     　～ 275.0				　　   ～ 27.0



						390.1 ～ 407.0				275.1 ～ 290.0				27.1 ～ 28.7



						407.1 ～ 424.0				290.1 ～ 305.0				28.8 ～ 30.4



						424.1 ～ 439.9				305.1 ～ 319.9				30.5 ～ 31.9



						   440.0 ～				   320.0 ～				    32.0 ～













グラフ　MPDB台車OLC



				【図１５：OLC】
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交差点AEB　衝突P































































アクセルペダル































ラップ量20mm以上

アクセルペダル

フロアマット

ラップ量20mm以上



ヒップポイント
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脚部付属書2-1



												エリアL1				エリアL2				エリアL3

												L1A		L1B		L2A		L2B		L3A		L3B

				希望の有無 キボウ ウム

				第1候補、第２候補の区分 ダイ コウホ ダイ コウホ クブン

				衝撃位置 ショウゲキイチ						ｘ

										ｙ

										ｚ

				衝撃順位 ショウゲキジュンイ

				備考 ビコウ						部位等 ブイトウ

										バンパ等の交換 トウ コウカン







MPDB画像





新オフ子供評価配色

						　　　　子供乗員保護性能の配色パターン案　　　　 アン

						高得点																低得点

						（低傷害値） テイショウガイチ																（高傷害値） コウ ショウガイ チ

						配色①（JNCAP 頭部保護参考） ハイショク





						配色②（気象庁 地震速報/降水量参考） ハイショクサンコウ コウスイリョウ





						配色③（オリジナル） ハイショク





						【良好】 リョウコウ				【十分】 ジュウブン				【限界】 ゲンカイ				【不足】 フソク				【貧弱】 ヒンジャク





子供乗員保護のイメージ図







						子供乗員保護の表示イメージ コドモ ジョウインホゴ ヒョウジ













































座席





































































頭部保護DG置き換え





Qダミー計測項目

				Q6ダミー

				計測位置 ケイソクイチ		計測項目 ケイソクコウモク













				各ダミーの計測項目等 カク ケイソクコウモク トウ

				Q10ダミー（計25h） ケイ						Q6ダミー（計13ch） ケイ

				計測位置 ケイソクイチ		計測項目 ケイソクコウモク				計測位置 ケイソクイチ		計測項目 ケイソクコウモク

				頭部 トウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch		頭部 トウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch

				首上部 クビジョウブ		荷重計 カジュウケイ		3ch		首上部 クビジョウブ		荷重計 カジュウケイ		3ch

						ﾓｰﾒﾝﾄ計 ケイ		3ch				ﾓｰﾒﾝﾄ計 ケイ		3ch

				胸部 キョウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch		胸部 キョウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch

						変位計 ヘンイケイ		2ch				変位計 ヘンイケイ		1ch

						角度計 カクド ケイ		2ch

				腰椎 ヨウツイ		荷重計 カジュウケイ		3ch

						ﾓｰﾒﾝﾄ計 ケイ		3ch

				腰部 ヨウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch







Qダミー傷害値基準

																				配点と表示色（例） ハイテン ヒョウジ イロ レイ

																				身体部位毎の配点 シンタイ ブイ ゴト ハイテン				４pt				2pt

				部位 ブイ		ダミー		基準 キジュン				上限値 ジョウゲンチ		下限値 カゲンチ		配点 ハイテン						【良好】 リョウコウ		4.000				2.000

				頭部 トウブ		Q6＆Q10		HIC15（ハードコンタクト有） アリ				500		700		４pt						【十分】 ジュウブン		2.670 - 3.999				1.335 - 1.999

								合成加速度（累積時間3ms） ゴウセイカソクド ルイセキ ジカン				60ｇ		80ｇ								【限界】 ゲンカイ		1.330 - 2.669				0.665 - 1.334

				首上部 クビジョウブ		Q6＆Q10		引張Fz ヒッパリ				1.7kN		2.62kN		2pt						【不足】 フソク		0.001 - 1.329				0.001 - 0.664

						Q6		伸展My（頭部と内装の接触有） シンテン トウブ ナイソウ セッショク アリ				ー		36Nm								【貧弱】 ヒンジャク		0.000				0.000

						Q10		伸展My（頭部と内装の接触有）				ー		49Nm

				胸部 キョウブ		Q6		合成加速度（累積時間3ms） ゴウセイ カソクド ルイセキジカン				ー		ー		2pt

						Q10		合成加速度（累積時間3ms） ゴウセイ カソクド ルイセキジカン				41ｇ		55ｇ

						Q6		変位 ヘンイ				30㎜		42㎜

						Q10		変位 ヘンイ				ー		ー









試験速度とダミー



		フルラップ		年度 ネンド		H8年度
1996 h8ネンド		平成30年度
2018 ヘイセイ ネンド		令和6年度
2024 レイワ ネンド

				試験速度 シケンソクド		55km/h		55km/h		50km/h				平成30年度の改正はUNR137（欧州でのフルラップ義務付け）導入に対応し、ダミー変更 ヘイセイ ネンド カイセイ オウシュウ ギムツ ドウニュウ タイオウ ヘンコウ

				運転席 ウンテンセキ		AM50		AM50		AF05				技術基準別添23　フルラップ→D席＆P席　AM50 ギジュツキジュン ベッテン セキ セキ

				助手席 ジョシュセキ		AM50		AF05						UNR１３７　フルラップ→D席 AM50 P席AF05 セキ セキ

				後　席 アト セキ						AF05

		オフセット		年度 ネンド		平成10年度
1998 ヘイセイ ネンド		平成21年度
2009 ヘイセイ ネンド		令和6年度
2024 レイワ ネンド

				試験速度 シケンソクド		64km/h（55km/h)				50km/h				平成21年度の改正はオフセット法規導入に伴い、JNCAPでは後席の乗員（特に女性や高齢者）保護性能向上を ヘイセイ ネンド カイセイ ホウキ ドウニュウ トモナ コウセキ ジョウイン トク ジョセイ コウレイシャ ホゴ セイノウ コウジョウ

				運転席 ウンテンセキ		AM50		AM50		Thor50				目的に試験法改正 モクテキ シケンホウ カイセイ

				助手席 ジョシュセキ		AM50				AF05

				後　席 アト セキ				AF05

		側突 ソクトツ		年度 ネンド		H９年度
1997 ネンド		平成30年度
2018 ヘイセイ ネンド

				試験速度 シケンソクド		55km/h		55km/h

				運転席 ウンテンセキ		ES2		WorldSID
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						各国アセス等の子供評価（Q6、Q10）



				ダミー		評価項目 ヒョウカコウモク		計測項目 ケイソクコウモク		EuroNCAP		C-NCAP		Global		JNCAP		UNR129				備考 ビコウ

														ASEAN		CRS評価 ヒョウカ

														BHARAT		（Q3まで）

				Q10		Head		Gx Gy Gz		〇		〇						〇		〇

						Neck		Fz My		〇		〇(FZのみ）						ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ		〇

						Chest		Gx Gy Gz		〇		〇						〇		〇

						頭部移動量 トウブ イドウリョウ				〇(550）		〇(550）						〇(550）		×		頭部移動の計測精度課題及びEuro-Ncapで
550㎜を越えるモデルはない（2022-2024） トウブ イドウ ケイソク セイド カダイ オヨ

						腹部圧力(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） フクブ アツリョク				×		×						〇		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ

						腸骨荷重計(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） チョウコツ カジュウケイ				△(OPT)		〇						×		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ

				Q6		Head		Gx Gy Gz		〇								〇		〇

						Neck		Fz My		〇								ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ		〇

						Chest		deflection		〇								×		〇

								Gx Gy Gz		×								〇		×

						頭部移動量 トウブ イドウリョウ				〇(550）								〇(500）		×		頭部移動の計測精度課題及びEuro-Ncapで
550㎜を越えるモデルはない（2022-2024） トウブ イドウ ケイソク セイド カダイ オヨ

						腹部圧力(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） フクブ アツリョク				×								〇		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ

						腸骨荷重計(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） チョウコツ カジュウケイ				△(OPT)								×		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ



																																		A
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Q6ダミー


計測位置参考計測容量計測チャンネル数


頭部加速度計Ax・Ay・Az200G3


Fx・Fy5kN2


Fz6kN1


Mx・My90Nm2


Mz45Nm1
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〇腹部等の計測と評価について
 ・ UNR129では、Q6、Q10ダミーの腹部圧力を計測し、傷害値評価をおこなっているが、UNR129はあくまで

CRSの装置基準であり、今回、車両の後席子供乗員保護性能を評価することを目的としていることから、
EuroNCAPでの後席子供乗員保護性能評価と同様の頭部、首上部、胸部の3項目の評価が適当と考える。

  ・ Q6、Q10ダミーは腰椎及び腰部へセンサを搭載できるが、腰椎及び腰部についてはUNR129においても基準評価
には用いておらず、参照できる傷害閾値がない。このため試験結果から得た数値は今後の評価項目としてのデータの
蓄積等を目的にモニタリングしていくこととしたい。

よって、腹部評価の導入については、2026年度からの評価対象とはせず、他国アセスの動向等を参考に
継続的な検討課題としたい。

〇頭部移動量の計測について
 ・ 軽での車体の変形が大きいことから画角を一定に保てない可能性があり、すべての車種で定量的な計測が

できるのか不明であり、主観的な評価となり得る可能性が高い。
 

   ・ 衝突時の後席映像をスロー再生で見せることで、内装への衝突、首がかり、肩外れの有無、腹部へのベルト食い
込み(サブマリン現象）の有無等、確認することが可能であり、頭部移動量を評価せずとも後席のベルト性能を
ユーザーへ情報提供できることから、頭部移動量の計測は省くこととしたい。

１．子供ダミーの計測項目の検討課題について（2/4）

継続課題２．のとおり、ダミー挙動についてのユーザーへの
見せ方等は次回以降のWGで検討したい
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■ダミーの傷害値等の計測項目（案）
〇各ダミーの計測項目
右図のとおり、Q6ダミーは計13ch、Q10ダミーは計25ch

〇各ダミーの評価項目
Q6ダミー → 頭部、首上部、胸部の3項目
Q10ダミー→ 頭部、首上部、胸部の3項目

〇各ダミーの傷害値の基準と配点（EuroNCAP準拠）
各部位の傷害値からスライディングスケールを用いて得点を算出

今後の評価項目としてデータの蓄積
を目的にモニタリングしていく

１．子供ダミーの計測項目の検討課題について（3/4）
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■ダミーの傷害値と配点の示し方
・各部位の傷害値からスライディングスケールを用いて算出
された得点をもとにダミー各部を5段階に色分けして表示。※

・映像によるダミーの挙動（頭部と内装との接触の有無等）を
確認し、公表時に試験映像として公開。

※配色については、前回のWGでいただいた意見をもとに複数のパターン
を作成 → 衝突WGで決定した内容をメディアWGへ展開

子供乗員保護の表示イメージ

高得点 低得点
（低傷害値） （高傷害値）

配色①（JNCAP 頭部保護参考）

緑 黄 橙 茶 赤

配色②（気象庁 地震速報/降水量参考）

水 青 橙 赤 紫

配色③（NASVA案）

水 緑 黄 赤 紫

【良好】 【十分】 【限界】 【不足】 【貧弱】

　　　　子供乗員保護性能の配色パターン案　　　　

分かりやすい文言に
修正予定 「紫色」の色合いを

修正予定

１．子供ダミーの計測項目の検討課題について（4/4）
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UNR129 傷害値
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				搭載ダミー トウサイ										CRABI 6M				 P3/4				Q3

				頭部合成加速度（3ms） トウブ ゴウセイ カソクド								ｇ（m/s²）		－				－				65（637）
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				胸部たわみ キョウブ								mm		－				－				40mm超でコメント付与   コ フヨ

				腹部圧力 フクブ アツリョク								kPa		－				－				115kPa超で× コ
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新オフ子供評価配色

						　　　　子供乗員保護性能の配色パターン案　　　　 アン

						高得点																低得点
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						配色①（JNCAP 頭部保護参考） ハイショク





						配色②（気象庁 地震速報参考） ハイショクサンコウ





						配色③（気象庁 降水量参考） ハイショク





						配色④ ハイショク
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子供乗員保護のイメージ図
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				希望の有無 キボウ ウム

				第1候補、第２候補の区分 ダイ コウホ ダイ コウホ クブン

				衝撃位置 ショウゲキイチ						ｘ

										ｙ

										ｚ

				衝撃順位 ショウゲキジュンイ

				備考 ビコウ						部位等 ブイトウ

										バンパ等の交換 トウ コウカン







MPDB画像





新オフ子供評価配色

						　　　　子供乗員保護性能の配色パターン案　　　　 アン

						高得点																低得点

						（低傷害値） テイショウガイチ																（高傷害値） コウ ショウガイ チ

						配色①（JNCAP 頭部保護参考） ハイショク

						緑 ミドリ				黄 キ				橙 トウ				茶 チャ				赤 アカ



						配色②（気象庁 地震速報/降水量参考） ハイショクサンコウ コウスイリョウ

						水 ミズ				青 アオ				橙 トウ				赤 アカ				紫 ムラサキ



						配色③（NASVA案） ハイショク アン

						水 ミズ				緑 ミドリ				黄 キ				赤 アカ				紫 ムラサキ



						【良好】 リョウコウ				【十分】 ジュウブン				【限界】 ゲンカイ				【不足】 フソク				【貧弱】 ヒンジャク

						‘Good				Adequate				‘Marginal				Weak				Poor





子供乗員保護のイメージ図







						子供乗員保護の表示イメージ コドモ ジョウインホゴ ヒョウジ













































座席





































































頭部保護DG置き換え





Qダミー計測項目

				Q6ダミー

				計測位置 ケイソクイチ		計測項目 ケイソクコウモク













				各ダミーの計測項目等 カク ケイソクコウモク トウ

				Q10ダミー（計25h） ケイ						Q6ダミー（計13ch） ケイ

				計測位置 ケイソクイチ		計測項目 ケイソクコウモク				計測位置 ケイソクイチ		計測項目 ケイソクコウモク

				頭部 トウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch		頭部 トウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch

				首上部 クビジョウブ		荷重計 カジュウケイ		3ch		首上部 クビジョウブ		荷重計 カジュウケイ		3ch

						ﾓｰﾒﾝﾄ計 ケイ		3ch				ﾓｰﾒﾝﾄ計 ケイ		3ch

				胸部 キョウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch		胸部 キョウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch

						変位計 ヘンイケイ		2ch				変位計 ヘンイケイ		1ch

						角度計 カクド ケイ		2ch

				腰椎 ヨウツイ		荷重計 カジュウケイ		3ch

						ﾓｰﾒﾝﾄ計 ケイ		3ch

				腰部 ヨウブ		加速度計 カソクドケイ		3ch







Qダミー傷害値基準

																				配点と表示色（例） ハイテン ヒョウジ イロ レイ

																				身体部位毎の配点 シンタイ ブイ ゴト ハイテン				４pt				2pt

				部位 ブイ		ダミー		基準 キジュン				上限値 ジョウゲンチ		下限値 カゲンチ		配点 ハイテン						【良好】 リョウコウ		4.000				2.000

				頭部 トウブ		Q6＆Q10		HIC15（ハードコンタクト有） アリ				500		700		４pt						【十分】 ジュウブン		2.670 - 3.999				1.335 - 1.999

								合成加速度（累積時間3ms） ゴウセイカソクド ルイセキ ジカン				60ｇ		80ｇ								【限界】 ゲンカイ		1.330 - 2.669				0.665 - 1.334

				首上部 クビジョウブ		Q6＆Q10		引張Fz ヒッパリ				1.7kN		2.62kN		2pt						【不足】 フソク		0.001 - 1.329				0.001 - 0.664

						Q6		伸展My（頭部と内装の接触有） シンテン トウブ ナイソウ セッショク アリ				ー		36Nm								【貧弱】 ヒンジャク		0.000				0.000

						Q10		伸展My（頭部と内装の接触有）				ー		49Nm

				胸部 キョウブ		Q6		合成加速度（累積時間3ms） ゴウセイ カソクド ルイセキジカン				ー		ー		2pt

						Q10		合成加速度（累積時間3ms） ゴウセイ カソクド ルイセキジカン				41ｇ		55ｇ

						Q6		変位 ヘンイ				30㎜		42㎜

						Q10		変位 ヘンイ				ー		ー









試験速度とダミー



		フルラップ		年度 ネンド		H8年度
1996 h8ネンド		平成30年度
2018 ヘイセイ ネンド		令和6年度
2024 レイワ ネンド

				試験速度 シケンソクド		55km/h		55km/h		50km/h				平成30年度の改正はUNR137（欧州でのフルラップ義務付け）導入に対応し、ダミー変更 ヘイセイ ネンド カイセイ オウシュウ ギムツ ドウニュウ タイオウ ヘンコウ

				運転席 ウンテンセキ		AM50		AM50		AF05				技術基準別添23　フルラップ→D席＆P席　AM50 ギジュツキジュン ベッテン セキ セキ

				助手席 ジョシュセキ		AM50		AF05						UNR１３７　フルラップ→D席 AM50 P席AF05 セキ セキ

				後　席 アト セキ						AF05

		オフセット		年度 ネンド		平成10年度
1998 ヘイセイ ネンド		平成21年度
2009 ヘイセイ ネンド		令和6年度
2024 レイワ ネンド

				試験速度 シケンソクド		64km/h（55km/h)				50km/h				平成21年度の改正はオフセット法規導入に伴い、JNCAPでは後席の乗員（特に女性や高齢者）保護性能向上を ヘイセイ ネンド カイセイ ホウキ ドウニュウ トモナ コウセキ ジョウイン トク ジョセイ コウレイシャ ホゴ セイノウ コウジョウ

				運転席 ウンテンセキ		AM50		AM50		Thor50				目的に試験法改正 モクテキ シケンホウ カイセイ

				助手席 ジョシュセキ		AM50				AF05

				後　席 アト セキ				AF05

		側突 ソクトツ		年度 ネンド		H９年度
1997 ネンド		平成30年度
2018 ヘイセイ ネンド

				試験速度 シケンソクド		55km/h		55km/h

				運転席 ウンテンセキ		ES2		WorldSID





各国アセス子供評価

						各国アセス等の子供評価（Q6、Q10）



				ダミー		評価項目 ヒョウカコウモク		計測項目 ケイソクコウモク		EuroNCAP		C-NCAP		Global		JNCAP		UNR129				備考 ビコウ

														ASEAN		CRS評価 ヒョウカ

														BHARAT		（Q3まで）

				Q10		Head		Gx Gy Gz		〇		〇						〇		〇

						Neck		Fz My		〇		〇(FZのみ）						ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ		〇

						Chest		Gx Gy Gz		〇		〇						〇		〇

						頭部移動量 トウブ イドウリョウ				〇(550）		〇(550）						〇(550）		×		頭部移動の計測精度課題及びEuro-Ncapで
550㎜を越えるモデルはない（2022-2024） トウブ イドウ ケイソク セイド カダイ オヨ

						腹部圧力(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） フクブ アツリョク				×		×						〇		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ

						腸骨荷重計(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） チョウコツ カジュウケイ				△(OPT)		〇						×		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ

				Q6		Head		Gx Gy Gz		〇								〇		〇

						Neck		Fz My		〇								ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ		〇

						Chest		deflection		〇								×		〇

								Gx Gy Gz		×								〇		×

						頭部移動量 トウブ イドウリョウ				〇(550）								〇(500）		×		頭部移動の計測精度課題及びEuro-Ncapで
550㎜を越えるモデルはない（2022-2024） トウブ イドウ ケイソク セイド カダイ オヨ

						腹部圧力(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） フクブ アツリョク				×								〇		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ

						腸骨荷重計(ｻﾌﾞﾏﾘﾝ） チョウコツ カジュウケイ				△(OPT)								×		×		ベルト挙動でサブマリン判定可 キョドウ ハンテイ カ



																																		A





MPDB重量検討





アルト（調査研究）





タフト（JAMA）





デイズ（JAMA）





N-BOX（JAMA）





成績書（子供傷害値）

				2024 新オフ シン

				前席 マエセキ																		後席

														運転者席				助手席								運転者席側 ウンテンシャセキガワ		助手席側 ジョシュセキガワ

				頭部傷害値 (HIC15)										123.4				123.4				頭部 トウブ		頭部傷害値(HIC15) ※with hard contact トウブ ショウガイチ

				脳傷害値 (DAMAGE)										0.12										頭部加速度（3msG） トウブカソクド

				頚部						引張荷重 (kN)				1.23				1.23				頚部 ケイブ		UpperNeck Fz

										剪断荷重 (kN)				1.23				1.23						UpperNeck MY(Q6) ※1

										伸張モーメント (Nm)				-12.34				-12.34						UpperNeck MY(Q10) ※2

				胸部変位量						右上部 (mm)				12.34								胸部 キョウブ		Chest 3msG(Q10)

										右下部 (mm)				12.34										chest D / Rmax(Q6)

										左上部 (mm)				12.34										chest D / Rmax(Q10)

										左下部 (mm)				12.34										※1,2 with hard to interior contact

				胸部変位量 (mm)														-12.34

				ショルダーベルト荷重 (kN)										1.23				1.23

				寛骨臼荷重						右側 (kN)				1.23

										左側 (kN)				1.23

				腹部変位量						右側 (mm)				-12.34

										左側 (mm)				-12.34

				ラップベルトの骨盤からのずれ上がり						右側								無し

										左側								無し

				大腿部荷重						右脚 (kN)				-1.23				-1.23

										左脚 (kN)				-1.23				-1.23

				右下肢		上部		Tibia Index				圧縮荷重 (kN)		1.23		-1.23

						下部		Tibia Index				圧縮荷重 (kN)		1.23		-1.23

				左下肢		上部		Tibia Index				圧縮荷重 (kN)		1.23		-1.23

						下部		Tibia Index				圧縮荷重 (kN)		1.23		-1.23

				2023オフセット





HP歩行者頭部試験結果（例）





子供評価イラスト
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HPでの子供評価案







































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後席子供乗員保護性能

ダミーや評価色、評価部位の説明等を表記



予測値のグリッド数等



				予測 ヨソク		グリッド数 スウ		総打点に
対する割合 ソウダテン タイ ワリアイ		打点数 ダテンスウ		スコア

				DG		20						19

				Green		54		38%		4		54

				Yellow		32		23%		2		24

				Orange		32		23%		2		16

				Brown		13		9%		1		3.25

				Red		11		8%		1		0

				D Red		10						0

				DGBlue		1

				予測頭部スコア（ブルー除く） ヨソク トウブ ノゾ		172		100%		10		116.25



				予測 ヨソク		グリッド数 スウ		総打点に
対する割合 ソウダテン タイ ワリアイ		打点数 ダテンスウ		スコア

				DG		19						19

				Green		55		38%		4		55

				Yellow		32		22%		2		24

				Orange		32		22%		2		16

				Brown		13		9%		1		3.25

				Red		11		8%		1		0

				D Red		10						0

				DGBlue		1

				予測頭部スコア（ブルー除く） ヨソク トウブ ノゾ		172		100%		10		117.25





DGエリアの提案



				選択肢 センタクシ		提案① テイアン		提案② テイアン

				選択肢の
前提条件 センタクシ ゼンテイジョウケン		◆機構選定は10打点とし、メーカー申告の各色に対し、最低1打点は選定する。
◆申告時のDGエリアをGreenエリアとみなして打点選定し、DGエリア内に選定された場合、評価対象とする。 キコウセンテイ ダテン シンコクジ ダテンセンテイ ナイ センテイ バアイ ヒョウカ タイショウ

				概要 ガイヨウ		DGエリア内を衝撃した場合、その結果によって、すべての
DGエリアが得点補正の対象となる。 ナイ ショウゲキ バアイ ケッカ トクテン ホセイ タイショウ		DGを衝撃した結果はそのグリッドのみ適用するものとし、
他のDGエリアは得点補正の対象としない。 ショウゲキ ケッカ テキヨウ タ トクテン ホセイ タイショウ

				メリット		考え方がシンプル（他色の結果が得られてもすべてのDG
エリアを得点補正するため、違和感が生じない） カンガ カタ ホカ イロ ケッカ エ トクテンホセイ イワカン ショウ		得点算出方法の修正が比較的容易に済む。 ス

				デメリット		得点算出方法の修正が必要。		DGエリア内の打点の結果が他色となった場合、他のグリッドについてDGのままとするのは、違和感を生じる可能性有り。 ナイ ダテン ケッカ ホカ ショク バアイ タ イワカン ショウ カノウセイ ア







ガラス対応スケジュール案



						月 ツキ		11		12		1		2		3		4

						WG

						検討会 ケントウカイ







WG等スケジュール案



						月 ツキ		検討議題内容 ケントウ ギダイナイヨウ

								歩行者頭部保護ガラス対応 ホコウシャ トウブホゴ タイオウ		新オフセット衝突後席子供乗員 シン ショウトツ コウセキ コドモジョウイン

				2024年度  ネンド		11		★WG  11/14		★WG  11/14

								2025年度DG選定・評価開始の検討 ネンド センテイ ヒョウカ カイシ ケントウ		評価項目・計測項目頭部移動量の決定 ヒョウカコウモク ケイソクコウモク トウブ イドウリョウ ケッテイ



						12		★検討会  12/12 ケントウカイ



						1



						2



						3



				2025年度 ネンド		4



						5



						6



						7



						8



						9



						10



						11



						12



						1



						2



						3



				2026年度 ネンド		4







Sheet7



				部位 ブイ		ダミー		基準 キジュン		上限値 ジョウゲンチ		下限値 カゲンチ		配点 ハイテン

				頭部 トウブ		Q6＆Q10		HIC15（ハードコンタクト有） アリ		500		700		4pt

								合成加速度（累積時間３ms） ゴウセイ カソクド ルイセキ ジカン		60g		80g

				首上部 クビ ジョウブ		Q6＆Q10		引張Ｆｚ ヒッパリ		1.7kN		2.62kN		2pt

						Q6		伸展Ｍｙ（頭部と内装との接触有） シンテン トウブ ナイソウ セッショク アリ		－		36Nm

						Q10		伸展Ｍｙ（頭部と内装との接触有） シンテン トウブ ナイソウ セッショク アリ		－		49Nm

				胸部 キョウブ		Q6		合成加速度（累積時間３ms） ゴウセイ カソクド ルイセキ ジカン		－		－		2pt

						Q10		合成加速度（累積時間３ms） ゴウセイ カソクド ルイセキ ジカン		41ｇ		55ｇ

						Q6		変位 ヘンイ		30㎜		42㎜

						Q10		変位 ヘンイ		－		－
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干渉領域


設定衝突地点


　　　


基準横断ライン


CPLN、CPRN:6.0ｍ
CPLF、CPRF:9.5m
(加速区間2.0mを含む)
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基準横断ライン





TSR





						交通標識認識システム（TSR）が
対象とする道路標識コウツウヒョウシキニンシキタイショウドウロヒョウシキ															搭載トウサイ																														交通標識認識システム（TSR）が対象とする道路標識コウツウヒョウシキニンシキタイショウドウロヒョウシキ															搭載トウサイ





																																																			最高速度標識サイコウソクドヒョウシキ															○※





						最高速度標識サイコウソクドヒョウシキ															　◎※																														車両進入禁止標識シャリョウシンニュウキンシヒョウシキ															○








						車両進入禁止標識シャリョウシンニュウキンシヒョウシキ															◎																														一時停止標識イチジテイシヒョウシキ															○








						一時停止標識イチジテイシヒョウシキ															〇																														はみ出し通行禁止標識ダツウコウキンシヒョウシキ															








						はみ出し通行禁止標識ダツウコウキンシヒョウシキ															
























































UNR129 傷害値


									UNR129の前面衝突試験の傷害値（衝突速度：50＋0/-2km/h ） ゼンメンショウトツシケンショウガイチショウトツソクド


						基準キジュン												単位等タンイトウ			Q0			Q1			Q1.5 			Q3			Q6			Q10


						頭部性能基準　HPC(15)　※トウブセイノウキジュン															600			600			600			800			800			800


						頭部合成加速度（3ms）トウブゴウセイカソクド												ｇ			75			75			75			80			80			80


						上頚部引張力ウエケイブヒパチカラ												N			モニタリングのみ


						上頚部屈曲モーメントウエケイブクッキョク												Nm			モニタリングのみ


						合成胸部加速度（3ms）ゴウセイキョウブカソクド												ｇ			55			55			55			55			55			55


						胸部たわみキョウブ												mm						モニタリングのみ


						腹部圧力フクブアツリョク												Bar									1.2			1			1			1


						※車内テスト時に頭部が接触した場合のみシャナイジトウブセッショクバアイ





									JNCAPの前面衝突試験の傷害値（衝突速度：55±1.0km/h）ゼンメンショウトツシケンショウガイチショウトツソクド


						基準キジュン												単位等タンイトウ			乳児用ベッド型ニュウジヨウガタ						乳児用(ベッド以外・後向き)ニュウジヨウイガイウシロム						幼児用（前向き）ヨウジヨウマエム


						搭載ダミートウサイ															CRABI 6M						 P3/4						Q3


						頭部合成加速度（3ms）トウブゴウセイカソクド												ｇ（m/s²）			－						－						65（637）


						頭部移動量（乳児用は頭部先端部の移動量）トウブイドウリョウニュウジヨウトウブセンタンブイドウリョウ												mm			575以下ー650超イカチョウ						シートバック上端部内ー73mm超ジョウタンブナイコ						525以下ー600超イカコ


						合成胸部加速度（3ms）ゴウセイキョウブカソクド												ｇ（m/s²）			50（490）						50（490）						60(588)


						胸部たわみキョウブ												mm			－						－						40mm超でコメント付与  コフヨ


						腹部圧力フクブアツリョク												kPa			－						－						115kPa超で×コ
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						表　示ヒョウジ			Femur（Nm）						Tibia（Nｍ）						Knee（MCL：mm）





									　　     ～ 390.0						　     　～ 275.0						　　   ～ 27.0





									390.1 ～ 407.0						275.1 ～ 290.0						27.1 ～ 28.7





									407.1 ～ 424.0						290.1 ～ 305.0						28.8 ～ 30.4





									424.1 ～ 439.9						305.1 ～ 319.9						30.5 ～ 31.9





									   440.0 ～						   320.0 ～						    32.0 ～




















グラフ　MPDB台車OLC





						【図１５：OLC】
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交差点AEB　衝突P































































































アクセルペダル















































ラップ量20mm以上


アクセルペダル


フロアマット


ラップ量20mm以上





ヒップポイント
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後





脚部付属書2-1





																		エリアL1						エリアL2						エリアL3


																		L1A			L1B			L2A			L2B			L3A			L3B


						希望の有無キボウウム


						第1候補、第２候補の区分ダイコウホダイコウホクブン


						衝撃位置ショウゲキイチ									ｘ


															ｙ


															ｚ


						衝撃順位ショウゲキジュンイ


						備考ビコウ									部位等ブイトウ


															バンパ等の交換トウコウカン











MPDB画像








座席








































































































頭部保護DG置き換え








新オフ子供評価配色


									　　　　子供乗員保護性能の配色パターン案　　　　アン


									高得点																								低得点


									（低傷害値）テイショウガイチ																								（高傷害値）コウショウガイチ


									配色①（JNCAP 頭部保護参考）ハイショク








									配色②（気象庁 地震速報参考）ハイショクサンコウ








									配色③（気象庁 降水量参考）ハイショク








									配色④ハイショク








									【良好】リョウコウ						【十分】ジュウブン						【限界】ゲンカイ						【不足】フソク						【貧弱】ヒンジャク








子供乗員保護のイメージ図











									子供乗員保護の表示イメージコドモジョウインホゴヒョウジ
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【参考】配色パターンの参考事例

気象庁
地震情報
（震度）

気象庁
24時間降水量データ

23


	令和6年度第2回自動車アセスメント評価検討会資料.pdf
	資料3　新オフセット前面衝突試験の子供評価導入について.20241206
	　新オフセット前面衝突試験の子供評価導入について
	新オフセット前面衝突試験の子供評価導入について
	　１．子供ダミーの計測項目の検討課題について（1/4）
	　１．子供ダミーの計測項目の検討課題について（2/4）
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7



